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令和４年３月井手町議会（定例会）会議録（第２号） 

 

招集年月日 

     令和４年３月９日 

招集の場所 

     井手町役場議場 

開閉会日時及び宣告 

     開会 令和４年３月９日午前１０時００分 議長 西島寛道 

     閉会 令和４年３月９日午前１１時３４分 議長 西島寛道 

応招議員 

       １番 奥田 俊夫      ２番 脇本 尚憲 

       ３番 谷田 利一      ４番 西島 寛道 

       ５番 岡田 久雄      ７番 丸山 久志 

       ８番 中坊  陽       ９番 谷田みさお 

       10番  木村 武壽 

不応招議員 

       な  し 

出席議員 

       １番 奥田 俊夫      ２番 脇本 尚憲 

       ３番 谷田 利一      ４番 西島 寛道 

       ５番 岡田 久雄      ７番 丸山 久志 

       ８番 中坊  陽       ９番 谷田みさお 

       10番  木村 武壽 

欠席議員 

       な  し 

会議録署名議員の氏名 

       ２番 脇本 尚憲      ９番 谷田 みさお 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

 議 会 事 務 局 長 森田  肇      議 会 書 記 梶田 篤志 

 議 会 書 記 辻󠄀井 祐介     議 会 書 記 坂井幸一郎 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名  

 町 長 汐見 明男     副 町 長 島田 智雄 
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 参 与 西垣 義郎     教 育 長 中田 邦和 

 理事兼総務課長事務取扱 脇本 和弘     理事兼地域創生推進室長事務取扱 藤岡  栄  

 理事兼建設課長事務取扱 西岡  久      企 画 財 政 課 長 花木 秀章 

 保 健 医 療 課 長 中谷  誠      高 齢 福 祉 課 長 寺井 佳孝 

 上 下 水 道 課 参 事 仁木  崇  

議事日程 

     別紙のとおり 

会議に付した事件 

     別紙のとおり 

会議の経過 

     別紙のとおり 
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令和４年３月井手町議会定例会 

 

議 事 日 程〔第２号〕 

令和４年３月９日（水）午前１０時開議 

 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 議案第７号 井手町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

の一部を改正する条例制定の件 

第３ 議案第８号 井手町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例

制定の件 

第４ 議案第13号 令和４年度井手町一般会計予算 

第５ 議案第14号 令和４年度井手町国民健康保険特別会計予算 

第６ 議案第15号 令和４年度井手町水道事業会計予算 

第７ 議案第16号 令和４年度井手町多賀地区簡易水道事業特別会計予算 

第８ 議案第17号 令和４年度井手町後期高齢者医療特別会計予算 

第９ 議案第18号 令和４年度井手町介護保険特別会計予算 

第10 議案第19号 令和４年度井手町公共下水道事業特別会計予算 

第11 議案第20号 令和４年度井手町多賀財産区特別会計予算 
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議事の経過 

 

議長（西島寛道）  皆さん、おはようございます。早朝よりのご参集、ご苦

労さまでございます。 

 ただいまから令和４年３月井手町議会定例会を再開し、直ちに本日の会議

を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、２番、脇本尚憲

議員、９番、谷田みさお議員を指名いたします。 

 次に、日程第２、議案第７号、井手町消防団員の定員、任免、給与、服務

等に関する条例の一部を改正する条例制定の件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  それでは、議案第７号、井手町消防団員の定員、任免、

給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例制定の件についてご説明申

し上げます。 

 井手町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正す

る条例を別紙のように定める。 

 なお、今回、消防団員の報酬等の基準の策定等についてが施行されたこと

に伴い、消防団員の処遇改善を図るため、出動手当から出動報酬への見直し

や当該手当額の見直し、団員の年額報酬を引き上げるために、関係条例につ

いて所要の改正をするものであります。 

 ３ページをご覧ください。井手町消防団員の定員、任免、給与、服務等に

関する条例の一部を改正する条例新旧対照表であります。 

 例規ページ数３７１８、第８条、服務の規定でありまして、消防団員の報

酬等の基準の策定に伴う条例の整備であります。 

 続きまして、３７１８ページ、第１２条、報酬の規定でありまして、こち

らも同じく、消防団員の報酬等の基準の策定に伴う条文の整備及び金額の改

定であります。 

 次ページをご覧ください。例規ページ数３７１８、第１３条、費用弁償の

規定でありまして、こちらも消防団員の報酬等の基準の策定に伴う条文の整
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備であります。 

 １ページをご覧ください。附則でございます。 

 第１項、施行期日の規定でございます。この条例は、令和４年４月１日か

ら施行する。 

 次ページをご覧ください。第２項、経過措置の規定でございます。  

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  谷田みさお議員。 

９番（谷田みさお）  ３ページから４ページにかけてですけれども、先日、

火災が有王地区であって、たくさん消防車も出動したと思いますが、施行は

４月１日からですから今回の火災は対象ではないと思うんですけれども、あ

の火災のときには消防団員は実際、災害ということで消火活動に参加された

のか。消防職員が消火活動はやって、鎮火した後、見守りというか、それに

残られたということなのか。見守りで残ったというような場合は、この中の

どの活動に当たるのか。それも、警戒であっても５００円以上３，５００円

以内とありますから、例えばこの間の火事のようなときに残って警戒に当た

ってもらったような場合は、幾らになるんでしょうか。 

 それと、今回、手当ではなくて報酬に変えられたということですが、その

報酬を直接団員に支給するのか、団で委任を取って団に支給するのかという

ことで、これまで団の意向もあるからということでしたが、国の方はそれは

直接個人に渡るようにと重々、通達が出ていると思うんですが、今回このよ

うに改定となって、消防団との話合い等はどうなりましたか。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  まず、火災の関係でございますけれども、この前の火災

のときには消防団も出動いただきまして、消火活動をしていただいておりま

す。見守りも消防団の方もしていただいておりますが、おっしゃいましたよ

うに消火活動、今回の国の見直しの中で、水火災、地震などによって火を消

すというような出動のときには、火災の災害としての、災害出動としての単
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価となります。条例でいきますと例えば警戒であるとか、今回新たに項目は

変えておりますけれども、見守りであれば警戒になりますので、こちらの単

価になるということです。 

 これは条例上では５００円以上３，５００円以内となっておりますけれど

も、これも京田辺市の消防団ともいろいろ調整しながら、時間いずれか、何

時間から何時間までというふうなことで単価を決める形をしておりまして、

その時間に応じて支給するということでございます。それで上限が８，００

０円なり３，５００円となるということでございます。 

 それと、報酬の関係でございますけれども、１２月議会の一般質問であり

ましたのでお答えをしておりますけれども、現在、各支部に払っている、消

防団から受領するように委任はされておりますけれども、今回、このような

条例も策定となってくるということもありますので、報酬に変わってくると

いうこともございますので、これはもう少し消防団とも十分に協議する時期

にとお答えしております。ですから、条例が可決いただき次第、また具体的

に協議をさせていただけたらと考えております。 

 以上でございます。 

議長（西島寛道）  ほかに質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  谷田利一議員。 

３番（谷田利一）  私の方から、前回の一般質問の答弁の方で、近隣市町と

合わせてということで答弁があったんですけども、この金額的なもの及びそ

の内容を含めて、近隣とのあれはどのような形になっているんでしょうか。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  まず、報酬につきましては、団員が２万８，０００円か

ら３万６，５００円に変わっております。こちらについては宇治田原町、京

田辺市、八幡市と調整、協議しながら、同じような形になっております。 

 あと、出動報酬につきましても、近隣でも過去からの流れがあるというこ

とは聞いておりますけれども、私どもは京田辺市と同じような形で国の標準

額に従って制定をしているので、京田辺市消防本部管内についてはほぼ同じ

ような形で運用をしていくということになっております。 

 以上でございます。 
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議長（西島寛道）  ほかに質疑ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  丸山久志議員。 

７番（丸山久志）  定員の定数についてお伺いをいたします。 

 年々、少子化や若者の町外への流出など、団員確保が大変難しい状況にな

ってきているとお聞きをしていますが、そんな中で現在の定員を維持してい

くということで考えてよろしいですか。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  定員の関係でございますけれども、おっしゃいましたよ

うに、現在、各支部ご苦労いただきながら団員の確保に努めていただいてお

るというのが現状ということは聞いております。ただ、私どもも、町内の消

防団員というのがやはりいざというときに集まってくるのに遮断されて、在

勤ということもありますけれども、町内の消防団員というのも消防団の方に

も積極的に加入を頂くようには話はしております。そのような中で、現在の

ところ、またいろいろ消防力の強化のために消防団員の募集の仕方であった

り人数であったりというようなことも今後の課題ではあろうかと思いますけ

れども、取りあえず現在のところは定数２５０名ということで運営していき

たいと考えております。 

 以上でございます。 

議長（西島寛道）  ほかに質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第７号、井手町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関

する条例の一部を改正する条例制定の件を採決します。 

 議案第７号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手） 

議長（西島寛道）  挙手全員です。したがって、議案第７号は原案のとおり
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可決されました。 

 次に、日程第３、議案第８号、井手町消防団員等公務災害補償条例の一部

を改正する条例制定の件を議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  それでは、議案第８号、井手町消防団員等公務災害補償

条例の一部を改正する条例制定の件につきましてご説明申し上げます。  

 井手町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例を別紙のように

定める。 

 なお、今回、年金制度の機能強化のための国民年金法等の一部改正が公布

され、同法附則において、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法

律の一部改正に伴い、関係条例について所要の改正をするものであります。 

 それでは、２ページをご覧ください。井手町消防団員等公務災害補償条例

の一部を改正する条例新旧対照表でございます。 

 例規ページ数３７２７、第３条、損害補償を受ける権利の規定でありまし

て、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律の一部改正に伴い、

ただし書を削除する条文の整備でございます。 

 それでは、１ページをご覧ください。附則でございます。 

 １項、施行期日。この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

 第２項、第３項におきましては、経過措置の規定でございます。  

 以上、簡単でございますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  討論なしと認めます。したがって、討論を終わります。 

 これから、議案第８号、井手町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
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する条例制定の件を採決します。 

 議案第８号は原案のとおり決定することに賛成の議員は挙手願います。  

     （賛成者挙手） 

議長（西島寛道）  挙手全員です。したがって、議案第８号は原案のとおり

可決されました。 

 日程第４、議案第１３号、令和４年度井手町一般会計予算から、日程第１

１、議案第２０号、令和４年度井手町多賀財産区特別会計予算までの８件を

一括議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 まず、議案第１３号、令和４年度井手町一般会計予算の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  それでは、議案第１３号、令和４年度井手町一

般会計予算につきましてご説明申し上げます。 

 令和４年度井手町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。  

 第１条、歳入歳出予算の規定でございます。歳入歳出予算の総額は歳入歳

出それぞれ８０億３，１００万円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の区

分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。 

 第２条、債務負担行為の規定でございます。地方自治法第２１４条の規定

により、債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、

「第２表債務負担行為」による。 

 第３条、地方債の規定でございます。地方自治法第２３０条第１項の規定

により起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、「第３表地方債」による。 

 第４条、一時借入金の規定でございます。地方自治法第２３５条の３第２

項の規定による一時借入金の借入れの最高額は７億円と定める。 

 第５条、歳出予算の流用の規定でございます。地方自治法第２２０条第２

項、ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することが

できる場合は、次のとおりと定める。 

 次のページをお開きください。１号、各項に計上した給料、職員手当及び

共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一の款内でのこれらの

経費の各項の間の流用。 



 

－９０－ 

 次に、８ページをご覧ください。第２表債務負担行為であります。 

 町勢要覧、期間、令和４年度から令和５年度まで、限度額２００万円。 

 次のページをご覧ください。第３表地方債であります。 

 起債の目的、１目総務施設整備事業債、限度額１０億２，５９０万円。た

だし、発行価格が額面を下まわるときは、その発行価格差減額をうめるため

必要な金額をこれに加算した額。起債の方法、証書借入れ又は証券発行。た

だし、証券発行の方法による場合においては、発行価格は額面金額１００円

につき９９円５０銭以上とする。利率８％以内（ただし、利率見直し方式で

借入れる財政融資資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直

しを行った後においては、当該見直し後の利率）。償還の方法、４０ケ年以内

据置期間を含む。ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮

し、もしくは繰上償還又は低利に借換えすることができる。２目民生施設整

備事業債、限度額８７０万円。なお、起債の方法、利率、償還の方法につき

ましては同様でございます。３目土木施設整備事業債、限度額１億５，２７

０万円。なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては同様でござい

ます。４目消防防災施設等整備事業債、限度額２億１８０万円。なお、起債

の方法、利率、償還の方法につきましては同様でございます。５目教育施設

整備事業債、限度額１４億９５０万円。なお、起債の方法、利率、償還の方

法につきましては同様でございます。６目臨時財政対策債、限度額４，００

０万円。なお、起債の方法、利率、償還の方法につきましては同様でござい

ます。 

 次のページをご覧ください。歳入歳出予算事項別明細書でございます。  

 総括の歳入であります。１款町税、本年度予算額９億２４９万６，０００

円、比較９１６万２，０００円であります。 

 ２款地方譲与税、本年度予算額２，７８６万２，０００円、比較１４８万

５，０００円であります。 

 ３款利子割交付金、本年度予算額６０万円、比較１０万円の減であります。 

 ４款配当割交付金、本年度予算額５００万円、比較ゼロであります。  

 ５款株式等譲渡所得割交付金、本年度予算額７００万円、比較２００万円

であります。 

 ６款法人事業税交付金、本年度予算額１，８００万円、比較９００万円で

あります。 



 

－９１－ 

 ７款地方消費税交付金、本年度予算額１億９，１００万円、比較９００万

円であります。 

 ８款自動車取得税交付金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロでありま

す。 

 ９款環境性能割交付金、本年度予算額５００万円、比較２００万円であり

ます。 

 １０款地方特例交付金、本年度予算額３００万円、比較７００万円の減で

あります。 

 １１款地方特例交付金、本年度予算額１７億円、比較１億５，０００万円

であります。 

 １２款交通安全対策特別交付金、本年度予算額７０万円、比較ゼロであり

ます。 

 １３款分担金及び負担金、本年度予算額１，０３２万５，０００円、比較

１０２万１，０００円であります。 

 １４款使用料及び手数料、本年度予算額４，０４７万１，０００円、比較

６３万円の減であります。 

 １５款国庫支出金、本年度予算額５億４，６１３万６，０００円、比較３，

５７２万９，０００円であります。 

 １６款府支出金、本年度予算額２億４，０２６万８，０００円、比較４７

７万５，０００円の減であります。 

 １７款財産収入、本年度予算額１，９９９万１，０００円、比較５万６，

０００円の減であります。 

 １８款寄附金、本年度予算額６，０００円、比較ゼロであります。  

 １９款繰入金、本年度予算額１４億５，９５２万７，０００円、比較９億

２，９９４万１，０００円であります。 

 ２０款繰越金、本年度予算額５００万円、比較ゼロであります。  

 ２１款諸収入、本年度予算額１，００１万７，０００円、比較７万７，０

００円の減であります。 

 ２２款町債、本年度予算額２８億３，８６０万円、比較２０億８，３３０

万円であります。 

 以上、歳入合計、本年度予算額８０億３，１００万円、比較３２億２，０

００万円であります。 
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 次のページをご覧ください。 

 歳出であります。１款議会費、本年度予算額６，６０２万２，０００円、

比較４４３万２，０００円、財源内訳といたしまして、一般財源の６，６０

２万２，０００円であります。 

 ２款総務費、本年度予算額３４億１，６２７万４，０００円、比較１６億

３，９４５万円、財源内訳といたしまして、国府支出金の１億１，６６５万

８，０００円、地方債の１０億２，５９０万円、その他の１３億８，７７７

万４，０００円、一般財源の８億８，５９４万２，０００円であります。 

 ３款民生費、本年度予算額１０億４，１１７万１，０００円、比較８２９

万８，０００円の減、財源内訳といたしまして、国府支出金の３億７３６万

９，０００円、地方債の８７０万円、その他の１，５１２万１，０００円、

一般財源の７億９９８万１，０００円であります。 

 ４款衛生費、本年度予算額３億１，４３８万３，０００円、比較１，０４

７万１，０００円の減、財源内訳といたしまして、国府支出金の４，５６１

万２，０００円、その他の５３３万３，０００円、一般財源の２億６，３４

３万８，０００円であります。 

 ５款労働費、本年度予算額１，０００円、比較ゼロ、財源内訳といたしま

して、一般財源の１，０００円であります。 

 ６款農林水産業費、本年度予算額６，１１２万３，０００円、比較１７２

万４，０００円の減、財源内訳といたしまして、国府支出金の１，３８９万

６，０００円、その他の６４万１，０００円、一般財源の４，６５８万６，

０００円であります。 

 ７款商工費、本年度予算額６，５２８万１，０００円、比較１５万円、財

源内訳といたしまして、国府支出金の１，４４５万円、その他の８８万８，

０００円、一般財源の４，９９４万３，０００円であります。 

 ８款土木費、本年度予算額６億２４３万８，０００円、比較７，５１７万

８，０００円、財源内訳といたしまして、国府支出金の２億３，０８５万２，

０００円、地方債の１億５，２７０万円、その他の１億６９２万９，０００

円、一般財源の１億１，１９５万７，０００円であります。 

 ９款消防費、本年度予算額４億４，０７６万２，０００円、比較２億４８

０万８，０００円、財源内訳といたしまして、地方債の２億１８０万円、そ

の他の８２６万円、一般財源の２億３，０７０万２，０００円であります。 
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 １０款教育費、本年度予算額１７億８，２５７万円、比較１３億３，５９

３万１，０００円、財源内訳といたしまして、国府支出金の５，７５６万３，

０００円、地方債の１４億９５０万円、その他の５６６万７，０００円、一

般財源の３億９８４万円であります。 

 １１款災害復旧費、本年度予算額２８０万３，０００円、比較ゼロ、財源

内訳といたしまして、一般財源の２８０万３，０００円であります。  

 １２款公債費、本年度予算額２億３，０６７万２，０００円、比較１，９

４５万６，０００円の減、財源内訳といたしまして、一般財源の２億３，０

６７万２，０００円であります。 

 １３款予備費、本年度予算額７５０万円、比較ゼロ、財源内訳といたしま

して、一般財源の７５０万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額８０億３，１００万円、比較３２億２，０

００万円、財源内訳といたしまして、国府支出金の７億８，６４０万円、地

方債の２７億９，８６０万円、その他の１５億３，０６１万３，０００円、

一般財源の２９億１，５３８万７，０００円であります。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。なお、給与費

明細につきましては、後ほどご覧おきください。 

議長（西島寛道）  引き続き、主な事業の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  西岡建設課長。 

理事（西岡 久）  それでは、主な事業につきましてご説明申し上げます。

令和４年度予算参考諸表５ページをお開き願います。なお、末尾に工事箇所

図を添付しておりますので、併せてご参照願います。 

 図面対照番号①、事業名、防犯カメラ整備、事業費２００万円、財源内訳

としまして、一般財源の２００万円、事業概要としまして、３台であります。  

 図面対照番号②、事業名、新庁舎建設事業、事業費２０億９，１２１万２，

０００円、財源内訳としまして、地方債の９億９，８２０万円、その他の１

０億９，３０１万２，０００円、事業概要としまして、新庁舎建設工事一式、

外構工事一式ほかであります。 

 図面対照番号③、事業名、職員等駐車場整備、事業費１，５１０万円、財

源内訳としまして、その他の１，５１０万円、事業概要としましては、舗装

工など面積１，７１６平方メートルであります。 
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 図面対照番号④、事業名、共同浴場施設改修、事業費３６３万円、財源内

訳としまして、一般財源の３６３万円、事業概要としましては、揚水ポンプ

改修であります。 

 図面対照番号⑤、事業名、子育て施設環境整備、事業費１，３５０万円、

財源内訳としまして、国府支出金の１，３５０万円、事業概要としまして、

換気システム整備等などであります。 

 図面対照番号⑥、事業名、保育園施設等改修、事業費９７２万円、財源内

訳としまして、地方債の８７０万円、一般財源の１０２万円、事業概要とし

まして、屋根改修（玉川、いづみ）、プール改修（いづみ、多賀）等でありま

す。 

 図面対照番号⑦、事業名、まちづくりセンター施設整備、事業費１６２万

円、財源内訳としまして、一般財源の１６２万円、事業概要としまして、交

流棟畳入替え、交流棟北側ひさし延長、活動棟前土間改修であります。 

 図面対照番号⑧、事業名、町道２９号線道路改良、事業費１億円、財源内

訳としまして、国府支出金の５，７７５万円、地方債の３，８００万円、そ

の他の４２５万円、事業概要としまして、延長４００メートルであります。 

 図面対照番号⑨、事業名、町道２号線道路改良、事業費１億円、財源内訳

としまして、国府支出金の５，７７５万円、地方債の３，８００万円、その

他の４２５万円、事業概要としまして、延長１６０メートルであります。 

 図面対照番号⑩、事業名、町道１２号線他道路改良、事業費４，５００万

円、財源内訳としまして、国府支出金の２，０００万円、地方債の２，２５

０万円、その他の２５０万円、事業概要としまして、延長６００メートルで

あります。 

 図面対照番号⑪、事業名、町道２１－０７号線道路改良、事業費２，１０

０万円、財源内訳としまして、国府支出金の１，１０２万５，０００円、地

方債の８９０万円、その他の１０７万５，０００円、事業概要としまして、

延長１５０メートルであります。 

 図面対照番号⑫、事業名、橋梁長寿命化事業、事業費１，４００万円、財

源内訳としまして、国府支出金の８０８万５，０００円、地方債の５３０万

円、その他の６１万５，０００円、事業概要としましては、点検１３橋、補

修１橋であります。 

 図面対照番号⑬、事業名、町内道路舗装、事業費１，１３０万円、財源内
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訳としまして、地方債の１，０１０万円、その他の１２０万円、事業概要と

しまして、延長５３０メートル、面積１，１００平方メートルであります。 

 図面対照番号⑭、事業名、町道２１－０８号線道路改良、事業費５６０万

円、財源内訳としまして、その他の５６０万円、事業概要としましては、延

長２０メートルであります。 

 図面対照番号⑮、事業名、下排水路改修、事業費１，４１０万円、財源内

訳としまして、地方債の１，４１０万円、事業概要としましては、５か所（阿

弥陀寺、東南組、山縁、道心田、玉川さくら公園）であります。 

 図面対照番号⑯、事業名、町内河川浚渫、事業費６００万円、財源内訳と

しまして、地方債の６００万円、事業概要としましては、延長１，８７０メ

ートル、体積３８０立方メートルであります。 

 図面対照番号⑰、事業名、町内公園整備、事業費５４１万円、財源内訳と

しましては、その他の５４１万円、事業概要としましては、４か所（いづみ、

上井手児童、谷川ホタル、段ノ下）であります。 

 図面対照番号⑱、事業名、多賀地区町営住宅建替事業、事業費８，５００

万円、財源内訳としまして、国府支出金の４，０００万円、その他の４，５

００万円、事業概要としましては、建築工事であります。 

 図面対照番号⑲、事業名、改良住宅等改修、事業費６６０万円、財源内訳

としまして、一般財源の６６０万円、事業の概要としましては、空き家改修

３戸であります。 

 図面対照番号⑳、事業名、町営住宅外壁改修、事業費２，８６０万円、財

源内訳としまして、国府支出金の１，４３０万円、一般財源の１，４３０万

円、事業の概要としましては、簡二１６戸であります。 

 図面対照番号㉑、事業名、防災倉庫整備、事業費４，２９０万円、財源内

訳としまして、地方債の４，２９０万円、事業の概要としまして、建設工事

一式であります。 

 図面対照番号㉒、事業名、防災広場整備、事業費７，１７０万円、財源内

訳としまして、地方債の７，１７０万円、事業の概要としまして、舗装工等、

石垣区面積１，３１４平方メートル、南区面積１，２７９平方メートルであ

ります。 

 図面対照番号㉓、事業名、井手小学校空調整備、事業費１，２１０万円、

財源内訳としまして、国府支出金の１，２１０万円、事業の概要としまして、
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普通教室３室（６台）空調整備であります。 

 図面対照番号㉔、事業名、多賀小学校空調整備、事業費２，２００万円、

財源内訳としまして、国府支出金の２，２００万円、事業の概要としまして、

普通教室５室（１０台）空調整備であります。 

 図面対照番号㉕、事業名、山吹ふれあいセンター建設工事、事業費１３億

９，８９８万８，０００円、財源内訳としまして、国府支出金の９３５万円、

地方債の１３億８，９６０万円、その他の３万８，０００円、事業の概要と

しまして、山吹ふれあいセンター建設工事一式、外構工事一式他であります。 

 以上、簡単ではございますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  次に、議案第１４号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  中谷保健医療課長。 

保健医療課長（中谷 誠）  それでは、議案第１４号、令和４年度井手町国

民健康保険特別会計予算についてご説明申し上げます。 

 令和４年度井手町の国民健康保険特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。 

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は、歳入歳

出それぞれ９億５，０８６万７，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の

款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。 

 第２条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額は２億円と定める。 

 第３条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項

ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は次のとおりと定める。 

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。 

 それでは、５ページをお開きください。歳入歳出予算事項別明細書であり

ます。 

 歳入であります。１款国民健康保険税、本年度予算額１億３，５５４万円、

比較７１１万４，０００円であります。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額２４万円、比較ゼロであります。  

 ３款府支出金、本年度予算額７億４，１３３万７，０００円、比較８１３
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万５，０００円であります。 

 ４款財産収入、本年度予算額６万円、比較５万９，０００円であります。 

 ５款繰入金、本年度予算額７，２５９万２，０００円、比較２０５万５，

０００円であります。 

 ６款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ７款諸収入、本年度予算額１０９万７，０００円、比較ゼロであります。 

 以上、歳入合計、本年度予算額９億５，０８６万７，０００円、比較１，

７３６万３，０００円であります。 

 ６ページをご覧ください。 

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額６７３万３，０００円、比較

１２万６，０００円、財源内訳といたしまして、一般財源の６７３万３，０

００円であります。 

 ２款保険給付費、本年度予算額７億２，７１８万６，０００円、比較ゼロ、

財源内訳といたしまして、国府支出金の７億１，７１８万２，０００円、一

般財源の１，０００万４，０００円であります。 

 ３款国民健康保険事業費納付金、本年度予算額１億９，３５２万４，００

０円、比較１，７００万円、財源内訳といたしまして、国府支出金の１，６

３６万２，０００円、一般財源の１億７，７１６万２，０００円であります。 

 ４款共同事業拠出金、本年度予算額２，０００円、比較ゼロ、財源内訳と

いたしまして、一般財源の２，０００円であります。 

 ５款保健事業費、本年度予算額１，９６９万７，０００円、比較２３万７，

０００円、財源内訳といたしまして、国府支出金の７７９万３，０００円、

一般財源の１，１９０万４，０００円であります。 

 ６款公債費、本年度予算額２，０００円、比較ゼロ、財源内訳といたしま

して、一般財源の２，０００円であります。 

 ７款諸支出金、本年度予算額１７２万３，０００円、比較ゼロ、財源内訳

といたしまして、一般財源の１７２万３，０００円であります。 

 ８款予備費、本年度予算額２００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、一般財源の２００万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額９億５，０８６万７，０００円、比較１，

７３６万３，０００円、財源内訳といたしまして、国府支出金の７億４，１

３３万７，０００円、一般財源の２億９５３万円であります。 
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 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。なお、給与

費明細書につきましては、後ほどご覧おきください。 

議長（西島寛道）  次に、議案第１５号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  仁木上下水道課参事。 

上下水道課参事（仁木 崇）  それでは、議案第１５号、令和４年度井手町

水道事業会計予算についてご説明申し上げます。 

 第１条、総則の規定であります。令和４年度井手町水道事業会計の予算は、

次に定めるところによる。 

 第２条、業務の予定量の規定であります。業務の予定量は、次のとおりと

する。 

 １号、給水戸数２，０５０戸。２号、年間総給水量７３万立方メートル。

３号、一日平均給水量２，０００立方メートル。４号、主要な建設改良事業、

配水設備事業。 

 第３条、収益的収入及び支出の規定であります。収益的収入及び支出の予

定額は、次のとおりと定める。 

 収入であります。１款水道事業収益１億３，５２３万８，０００円、１項

営業収益１億１，１０９万２，０００円、２項営業外収益２，４１４万５，

０００円、３項特別利益１，０００円。 

 支出であります。１款水道事業費用１億３，１６３万３，０００円、１項

営業費用１億２，６６３万円、２項営業外費用４５０万１，０００円、３項

特別損失２，０００円、４項予備費５０万円。 

 １枚めくっていただきまして、第４条、資本的収入及び支出の規定であり

ます。資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額

が資本的支出額に対し不足する額１，７９９万７，０００円は、当年度分消

費税及び地方消費税資本的収支調整額５６３万７，０００円、過年度分損益

勘定留保資金１，２３６万円で補てんするものとする。）。 

 収入であります。１款資本的収入５，８００万２，０００円、１項企業債

５，６００万円、２項分担金１００万円、３項寄附金１，０００円、４項そ

の他資本的収入１，０００円、５項負担金１００万円。 

 支出であります。１款資本的支出７，５９９万９，０００円、１項建設改

良費６，３２９万９，０００円、２項企業債償還金１，２６９万９，０００
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円、３項その他資本的支出１，０００円。 

 第５条、企業債の規定であります。起債の目的、限度額、起債の方法、利

率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 起債の目的、上水道事業債。限度５，６００万円。ただし、発行価格が額

面を下まわるときは、その発行価格差減額をうめるため必要な金額をこれに

加算した額。起債の方法、証書借入又は証券発行。ただし、証券発行の方法

による場合においては、発行価格は額面金額１００円につき９９円５０銭以

上とする。利率８％以内（ただし、利率見直し方式で借入れる財政融資資金

及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後において

は、当該見直し後の利率）。償還の方法、４０ケ年以内据置期間を含む。ただ

し、企業財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしくは繰上償

還又は低利に借換えすることができる。 

 次のページをご覧ください。 

 第６条、一時借入金の規定であります。一時借入金の限度額は５，０００

万円と定める。 

 第７条、予定支出の各項の経費の金額の流用の規定であります。予定支出

の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 １号、営業費用及び営業外費用並びに特別損失に係る予算額に過不足が生

じた場合におけるこれらの経費との間。２号、建設改良費及び企業債償還金

並びにその他資本的支出に係る予算額に過不足が生じた場合におけるこれら

の経費との間。 

 第８条、議会の議決を経なければ流用することのできない経費の規定であ

ります。次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の

金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 １号、職員給与費９２１万円。 

 第９条、たな卸資産購入限度額の規定であります。たな卸資産の購入限度

額は２００万円と定める。 

 それでは、４ページをお開き願います。令和４年度井手町水道事業会計予

算実施計画であります。 

 収益的収入及び支出の収入であります。１款水道事業収益、予定額１億３，

５２３万８，０００円。１項営業収益、予定額１億１，１０９万２，０００
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円、１目給水収益、予定額９，８００万円、２目受託工事収益、予定額３５

万円、３目その他営業収益、予定額１，２７４万２，０００円。２項営業外

収益、予定額２，４１４万５，０００円、１目受取利息及び配当金、予定額

２，０００円、２目長期前受金戻入、予定額２，３６３万２，０００円、３

目雑収益、予定額５１万１，０００円。３項特別利益、予定額１，０００円、

１目過年度損益修正益、予定額１，０００円。 

 次のページをご覧ください。 

 次に、支出であります。１款水道事業費用、予定額１億３，１６３万３，

０００円。１項営業費用、予定額１億２，６６３万円、１目原水及び浄水費、

予定額３，３１４万４，０００円、２目配水及び給水費、予定額８２７万２，

０００円、３目受託工事費、予定額３０万円、４目総係費、予定額２，４８

６万７，０００円、５目減価償却費、予定額５，９７４万９，０００円、６

目資産減耗費、予定額２５万円、７目その他営業費用、予定額４万８，００

０円。２項営業外費用、予定額４５０万１，０００円、１目支払利息及び企

業債取扱諸費、予定額２５０万円、２目消費税及び地方消費税、予定額２０

０万円、１枚めくっていただきまして、３目雑支出、予定額１，０００円。

３項特別損失、予定額２，０００円、１目過年度損益修正損、予定額１，０

００円、２目その他特別損失、予定額１，０００円。４項予備費、予定額５

０万円、１目予備費、予定額５０万円。 

 次のページをご覧ください。 

 次に、資本的収入及び支出の収入であります。１款資本的収入、予定額５，

８００万２，０００円。１項企業債、予定額５，６００万円、１目企業債、

予定額５，６００万円。２項分担金、予定額１００万円、１目分担金、予定

額１００万円。３項寄附金、予定額１，０００円、１目寄附金、予定額１，

０００円。４項その他資本的収入、予定額１，０００円、１目その他資本的

収入、予定額１，０００円。５項負担金、予定額１００万円、１目負担金、

予定額１００万円。 

 １枚めくっていただきまして、次に支出であります。１款資本的支出、予

定額７，５９９万９，０００円。１項建設改良費、予定額６，３２９万９，

０００円、１目事務費、予定額５９万９，０００円、２目配水設備工事費、

予定額５，６００万円、４目固定資産購入費、予定額６７０万円。２項企業

債償還金、予定額１，２６９万９，０００円、１目企業債償還金、予定額１，
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２６９万９，０００円。３項その他資本的支出、予定額１，０００円、１目

その他資本的支出、予定額１，０００円。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。なお、次ペー

ジ以降につきましては、後ほどご覧おき願います。 

議長（西島寛道）  引き続き、主な事業の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  仁木上下水道課参事。 

上下水道課参事（仁木 崇）  それでは、令和４年度井手町水道事業会計予

算に計上した事業の概要についてご説明申し上げます。なお、次ページに工

事箇所図を添付しておりますので、併せてご参照願います。 

 図面対象番号①、事業名、水源地取水井戸洗浄工事、事業費６００万円、

財源内訳といたしまして、一般財源の６００万円、事業の概要といたしまし

て、第一水源地取水井戸洗浄作業等であります。 

 図面対象番号②、事業名、新庁舎前配水管布設工事、事業費４，０００万

円、財源内訳といたしまして、地方債の４，０００万円、事業の概要といた

しまして、延長３５０メートルであります。 

 図面対象番号③、事業名、石綿管布設替工事、事業費１，６００万円、財

源内訳といたしまして、地方債の１，６００万円、事業の概要といたしまし

て、延長２００メートルであります。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  次に、議案第１６号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  仁木上下水道課参事。 

上下水道課参事（仁木 崇）  それでは、議案第１６号、令和４年度井手町

多賀地区簡易水道事業特別会計予算につきましてご説明申し上げます。 

 令和４年度井手町の多賀地区簡易水道事業特別会計の予算は、次に定める

ところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ６，９１１万円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当

該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。 

 第２条、地方債の規定であります。地方自治法第２３０条第１項の規定に

より起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及
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び償還の方法は、「第２表地方債」による。 

 第３条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額は２，０００万円と定める。  

 第４条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項

ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、次のとおりと定める。 

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。  

 それでは、５ページをお開き願います。第２表地方債であります。  

 起債の目的、水道事業債。限度額２，０００万円。ただし、発行価格が額

面を下まわるときは、その発行価格差減額をうめるため必要な金額をこれに

加算した額。起債の方法、証書借入又は証券発行。ただし、証券発行の方法

による場合においては、発行価格は額面金額１００円につき９９円５０銭以

上とする。利率８％以内（ただし、利率見直し方式で借入れる財政融資資金

及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後において

は、当該見直し後の利率）。償還の方法、４０ケ年以内据置期間を含む。ただ

し、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしくは繰上償還

又は低利に借換えすることができる。 

 ６ページをお開き願います。歳入歳出予算事項別明細書であります。  

 総括の歳入であります。１款分担金及び負担金、本年度予算額２６７万７，

０００円、比較１７３万５，０００円であります。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額３，５０５万９，０００円、比較１

００万円の減であります。 

 ３款財産収入、本年度予算額５万円、比較２万２，０００円の減でありま

す。 

 ４款寄附金、本年度予算額３７０万１，０００円、比較３７０万円であり

ます。 

 ５款繰入金、本年度予算額７６１万９，０００円、比較２４２万１，００

０円であります。 

 ６款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。 

 ７款諸収入、本年度予算額３，０００円、比較ゼロであります。 

 ８款町債、本年度予算額２，０００万円、比較１，１００万円であります。 
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 以上、歳入合計、本年度予算額６，９１１万円、比較１，７８３万４，０

００円であります。 

 次のページをご覧ください。歳出であります。１款業務費、本年度予算額

３，０７７万６，０００円、比較４６０万３，０００円の減、財源内訳とい

たしまして、その他の５万円、一般財源の３，０７２万６，０００円であり

ます。 

 ２款事業費、本年度予算額２，６８５万円、比較２，２５０万円、財源内

訳といたしまして、地方債の２，０００万円、その他の３７０万円、一般財

源の３１５万円であります。 

 ３款公債費、本年度予算額１，１０８万４，０００円、比較６万３，００

０円の減、財源内訳といたしまして、その他の１５４万８，０００円、一般

財源の９５３万６，０００円であります。 

 ４款予備費、本年度予算額４０万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、

一般財源の４０万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額６，９１１万円、比較１，７８３万４，０

００円、財源内訳といたしまして、地方債の２，０００万円、その他の５２

９万８，０００円、一般財源の４，３８１万２，０００円であります。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。なお、１３ペ

ージ以降に給与費明細書がございます。後ほどご覧おき願います。  

議長（西島寛道）  引き続き、主な事業の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  仁木上下水道課参事。 

上下水道課参事（仁木 崇）  それでは、令和４年度井手町多賀地区簡易水

道事業特別会計予算に計上した事業の概要についてご説明申し上げます。な

お、次ページに工事箇所図を添付しておりますので、併せてご参照願います。  

 図面対象番号①、事業名、配水管整備事業、事業費２，６００万円、財源

内訳といたしまして、地方債の２，０００万円、その他の３７０万円、一般

財源の２３０万円、事業の概要といたしまして、延長１９０メートルであり

ます。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  次に、議案第１７号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 
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議長（西島寛道）  中谷保健医療課長。 

保健医療課長（中谷 誠）  それでは、議案第１７号、令和４年度井手町後

期高齢者医療特別会計予算についてご説明申し上げます。 

 令和４年度井手町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ１億３，２８８万６，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。  

 それでは、４ページをお開きください。歳入歳出予算事項別明細書であり

ます。 

 歳入であります。１款保険料、本年度予算額９，８６７万円、比較７５１

万６，０００円であります。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額２万４，０００円、比較ゼロであり

ます。 

 ３款繰入金、本年度予算額３，３９６万７，０００円、比較１１４万４，

０００円であります。 

 ４款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ５款諸収入、本年度予算額２２万４，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額１億３，２８８万６，０００円、比較８６

６万円であります。 

 ５ページをご覧ください。歳出であります。１款総務費、本年度予算額２

０５万１，０００円、比較６０万４，０００円、財源内訳といたしまして、

その他の２万４，０００円、一般財源の２０２万７，０００円であります。 

 ２款後期高齢者医療広域連合納付金、本年度予算額１億３，０５２万５，

０００円、比較８０５万６，０００円、財源内訳といたしまして、その他の

９，８６８万１，０００円、一般財源の３，１８４万４，０００円でありま

す。 

 ３款諸支出金、本年度予算額２１万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、その他の２１万円であります。 

 ４款予備費、本年度予算額１０万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、

一般財源の１０万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額１億３，２８８万６，０００円、比較８６



 

－１０５－ 

６万円、財源内訳といたしまして、その他の９，８９１万５，０００円、一

般財源の３，３９７万１，０００円であります。 

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  この際、暫時休憩します。１５分まで。 

     休憩 午前１１時０２分 

     再開 午前１１時１５分 

議長（西島寛道）  休憩前に引き続き、再開します。 

 次に、議案第１８号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  寺井高齢福祉課長。 

高齢福祉課長（寺井佳孝）  それでは、議案第１８号、令和４年度井手町介

護保険特別会計予算につきましてご説明申し上げます。 

 令和４年度井手町の介護保険特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の規定であります。保険事業勘定の歳入歳出予算の

総額は歳入歳出それぞれ９億２，３４４万３，０００円と定める。２項、介

護サービス事業勘定の歳入歳出予算の総額は歳入歳出それぞれ７３０万１，

０００円と定める。３項、保険事業勘定及び介護サービス事業勘定の歳入歳

出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」によ

る。 

 第２条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額は５，０００万円と定める。  

 第３条、歳出予算の流用の規定であります。地方自治法第２２０条第２項

ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、次のとおりと定める。 

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。  

 それでは、５ページをお開きください。保険事業勘定の歳入歳出予算事項

別明細書であります。 

 歳入であります。１款保険料、本年度予算額１億６，６８４万７，０００

円、比較８８２万７，０００円であります。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額４万３，０００円、比較ゼロであり

ます。 
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 ３款国庫支出金、本年度予算額２億２，３３８万１，０００円、比較１，

２３２万７，０００円であります。 

 ４款支払基金交付金、本年度予算額２億３，４４０万５，０００円、比較

１，１９１万７，０００円であります。 

 ５款府支出金、本年度予算額１億３，１１８万３，０００円、比較６４０

万２，０００円であります。 

 ６款財産収入、本年度予算額３万円、比較１万２，０００円であります。 

 ７款繰入金、本年度予算額１億６，７５４万７，０００円、比較６２１万

円であります。 

 ８款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ９款諸収入、本年度予算額６，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額９億２，３４４万３，０００円、比較４，

５６９万５，０００円であります。 

 次の６ページをご覧ください。 

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額１，３６５万１，０００円、

比較２７万３，０００円の減、財源内訳といたしまして、その他の４万３，

０００円、一般財源の１，３６０万８，０００円であります。 

 ２款保険給付費、本年度予算額８億４，５２１万４，０００円、比較４，

０５３万３，０００円、財源内訳といたしまして、国府支出金の３億３，５

０７万８，０００円、その他の３億９，０６９万９，０００円、一般財源の

１億１，９４３万７，０００円であります。 

 ３款地域支援事業費、本年度予算額６，３５３万６，０００円、比較５４

２万３，０００円、財源内訳といたしまして、国府支出金の１，９４８万６，

０００円、その他の２，０１５万３，０００円、一般財源の２，３８９万７，

０００円であります。 

 ４款基金積立金、本年度予算額３万円、比較１万２，０００円、財源内訳

といたしまして、その他の３万円であります。 

 ５款公債費、本年度予算額１，０００円、比較ゼロ、財源内訳といたしま

して、一般財源の１，０００円であります。 

 ６款諸支出金、本年度予算額１万１，０００円、比較ゼロ、財源内訳とい

たしまして、一般財源の１万１，０００円であります。 

 ７款予備費、本年度予算額１００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし
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て、一般財源の１００万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額９億２，３４４万３，０００円、比較４，

５６９万５，０００円、財源内訳といたしまして、国府支出金の３億５，４

５６万４，０００円、その他の４億１，０９２万５，０００円、一般財源の

１億５，７９５万４，０００円であります。 

 次に、２０ページをお開きください。介護サービス事業勘定の歳入歳出予

算事項別明細書であります。 

 歳入であります。１款サービス収入、本年度予算額２３０万円、比較ゼロ

であります。 

 ２款繰越金、本年度予算額５００万円、比較ゼロであります。 

 ３款諸収入、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額７３０万１，０００円、比較ゼロでありま

す。 

 次の２１ページをご覧ください。 

 歳出であります。１款サービス事業費、本年度予算額２３０万円、比較ゼ

ロ、財源内訳といたしまして、その他の２３０万円であります。 

 ２款諸支出金、本年度予算額５００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしま

して、一般財源の５００万円であります。 

 ３款予備費、本年度予算額１，０００円、比較ゼロ、財源内訳といたしま

して、一般財源の１，０００円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額７３０万１，０００円、比較ゼロ、財源内

訳といたしまして、その他の２３０万円、一般財源の５００万１，０００円

であります。 

 以上、簡単ではありますが、説明に代えさせていただきます。なお、給与

費明細書につきましては、後ほどご覧おきください。 

議長（西島寛道）  次に、議案第１９号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  仁木上下水道課参事。 

上下水道課参事（仁木 崇）  それでは、議案第１９号、令和４年度井手町

公共下水道事業特別会計予算につきましてご説明申し上げます。 

 令和４年度井手町の公共下水道事業特別会計の予算は、次に定めるところ

による。 
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 第１条、歳入歳出予算の規定であります。歳入歳出予算の総額は歳入歳出

それぞれ５億９，３０１万５，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款

項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。  

 第２条、債務負担行為の規定であります。地方自治法第２１４条の規定に

より債務を負担する行為をすることができる事項、期間及び限度額は、「第２

表債務負担行為」による。 

 第３条、地方債の規定であります。地方自治法第２３０条第１項の規定に

より起こすことができる地方債の起債の目的、限度額、起債の方法、利率及

び償還の方法は、「第３表地方債」による。 

 第４条、一時借入金の規定であります。地方自治法第２３５条の３第２項

の規定による一時借入金の借入れの最高額は５，０００万円と定める。  

 次のページをご覧ください。第５条、歳出予算の流用の規定であります。

地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の経費

の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。 

 １号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を

生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。  

 ５ページをお開き願います。第２表債務負担行為であります。 

 公営企業会計適用化支援業務、期間、令和４年度から令和５年度まで、限

度額１，７００万円。 

 次のページをご覧ください。第３表地方債であります。 

 起債の目的、下水道事業債。限度額１億５，２００万円。ただし、発行価

格が額面を下まわるときは、その発行価格差減額をうめるため必要な金額を

これに加算した額。起債の方法、証書借入又は証券発行。ただし、証券発行

の方法による場合においては、発行価格は額面金額１００円につき９９円５

０銭以上とする。利率８％以内（ただし、利率見直し方式で借入れる財政融

資資金及び地方公共団体金融機構資金について、利率の見直しを行った後に

おいては、当該見直し後の利率）。償還の方法、４０ケ年以内据置期間を含む。

ただし、町財政の都合により据置期間及び償還期限を短縮し、もしくは繰上

償還又は低利に借換えすることができる。 

 次のページをご覧ください。歳入歳出予算事項別明細書であります。 

 総括の歳入であります。１款使用料及び手数料、本年度予算額１億５，１

２３万７，０００円、比較１００万１，０００円の減であります。 
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 ２款国庫支出金、本年度予算額７，４００万円、比較２，１５０万円であ

ります。 

 ３款繰入金、本年度予算額２億１，０６９万３，０００円、比較２，３８

２万７，０００円の減であります。 

 ４款繰越金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ５款諸収入、本年度予算額５０８万４，０００円、比較５３万９，０００

円であります。 

 ６款町債、本年度予算額１億５，２００万円、比較４，４３０万円であり

ます。 

 以上、歳入合計、本年度予算額５億９，３０１万５，０００円、比較４，

１５１万１，０００円であります。 

 次のページをご覧ください。 

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額１億５，６４４万４，０００

円、比較１，５６２万５，０００円の減、財源内訳といたしまして、地方債

の１，７３０万円、その他の１，０２９万２，０００円、一般財源の１億２，

８８５万２，０００円であります。 

 ２款事業費、本年度予算額２億１，０３１万８，０００円、比較５，９５

２万円、財源内訳といたしまして、国府支出金の７，４００万円、地方債の

１億２，３２０万円、一般財源の１，３１１万８，０００円であります。 

 ３款公債費、本年度予算額２億２，５２５万３，０００円、比較２３８万

４，０００円の減、財源内訳といたしまして、地方債の１，１５０万円、そ

の他の２億４３５万円、一般財源の９４０万３，０００円であります。 

 ４款予備費、本年度予算額１００万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまし

て、一般財源の１００万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額５億９，３０１万５，０００円、比較４，

１５１万１，０００円、財源内訳といたしまして、国府支出金の７，４００

万円、地方債の１億５，２００万円、その他の２億１，４６４万２，０００

円、一般財源の１億５，２３７万３，０００円であります。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。なお、１５ペ

ージ以降に給与費明細書がございます。後ほどご覧おき願います。  

議長（西島寛道）  引き続き、主な事業の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 



 

－１１０－ 

議長（西島寛道）  仁木上下水道課参事。 

上下水道課参事（仁木 崇）  それでは、令和４年度井手町公共下水道事業

特別会計予算に計上した事業の概要につきましてご説明申し上げます。なお、

次ページに工事箇所図を添付しておりますので、併せてご参照願います。  

 図面対象番号①、事業名、改築更新事業、事業費２，４００万円、財源内

訳といたしまして、国府支出金の１，０００万円、地方債の１，４００万円、

事業の概要といたしまして、マンホール蓋取替４４か所、マンホールポンプ

場更新１か所であります。 

 図面対象番号②、事業名、面整備事業、事業費３，０００万円、財源内訳

といたしまして、国府支出金の４００万円、地方債の２，６００万円、事業

の概要といたしまして、山城多賀駅前商業施設関連延長１３０メートル、新

庁舎前延長２００メートルであります。 

 図面対象番号③、事業名、合藪ポンプ場設備改修事業、事業費１億２，３

００万円、財源内訳といたしまして、国府支出金の６，０００万円、地方債

の６，３００万円、事業の概要といたしまして、ポンプ機器、電気設備等修

繕１式であります。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  次に、議案第２０号の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（西島寛道）  花木企画財政課長。 

企画財政課長（花木秀章）  それでは、議案第２０号、令和４年度井手町多

賀財産区特別会計予算につきましてご説明申し上げます。 

 令和４年度井手町の多賀財産区特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。 

 第１条、歳入歳出予算の規定でございます。歳入歳出予算の総額は歳入歳

出それぞれ５８９万４，０００円と定める。２項、歳入歳出予算の款項の区

分及び当該区分ごとの金額は、「第１表歳入歳出予算」による。 

 それでは、４ページをご覧ください。歳入歳出予算事項別明細書でありま

す。 

 歳入であります。１款財産収入、本年度予算額４４万５，０００円、比較

１，０００円の減であります。 

 ２款使用料及び手数料、本年度予算額２，０００円、比較ゼロであります。  



 

－１１１－ 

 ３款寄附金、本年度予算額１，０００円、比較ゼロであります。  

 ４款繰入金、本年度予算額５２４万４，０００円、比較２９０万円であり

ます。 

 ５款繰越金、本年度予算額２０万円、比較ゼロであります。 

 ６款諸収入、本年度予算額２，０００円、比較ゼロであります。  

 以上、歳入合計、本年度予算額５８９万４，０００円、比較２８９万９，

０００円であります。 

 次のページをご覧ください。 

 歳出であります。１款総務費、本年度予算額２４０万円、比較ゼロ、財源

内訳といたしまして、一般財源の２４０万円であります。 

 ２款衛生費、本年度予算額３３０万８，０００円、比較２９０万円、財源

内訳といたしまして、一般財源の３３０万８，０００円であります。 

 ３款諸支出金、本年度予算額８万６，０００円、比較１，０００円の減、

財源内訳といたしまして、その他の８万６，０００円であります。 

 ４款予備費、本年度予算額１０万円、比較ゼロ、財源内訳といたしまして、

一般財源の１０万円であります。 

 以上、歳出合計、本年度予算額５８９万４，０００円、比較２８９万９，

０００円、財源内訳といたしまして、その他の８万６，０００円、一般財源

の５８０万８，０００円であります。 

 以上、簡単でありますが、説明に代えさせていただきます。 

議長（西島寛道）  これで提案理由の説明を終わります。 

 これから質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  質疑なしと認めます。したがって、質疑を終わります。 

 お諮りします。本８件については、議員全員の委員で構成する予算特別委

員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。ご異議あ

りませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  異議なしと認めます。したがって、日程第４、議案第１

３号、令和４年度井手町一般会計予算から、日程第１１、議案第２０号、令

和４年度井手町多賀財産区特別会計予算までの８件については、予算特別委
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員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

 お諮りします。ただいま設置されました予算特別委員会の委員の選任につ

いては、井手町議会委員会条例第６条第４項の規定によって、議員全員を予

算特別委員会の委員に指名したいと思います。ご異議ありませんか。  

     （「異議なし」の声あり） 

議長（西島寛道）  異議なしと認めます。したがって、ただいま指名しまし

た議員全員を予算特別委員会の委員に選任することに決定しました。  

 この際、暫時休憩します。休憩中に本特別委員会の正副委員長を互選いた

だき、議長までご報告願います。 

     休憩 午前１１時３２分 

     再開 午前１１時３３分 

議長（西島寛道）  休憩前に引き続き、再開します。 

 休憩中に予算特別委員会の正副委員長の互選があり、委員長には脇本尚憲

議員、副委員長には谷田利一議員と決定いたしました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

 なお、次回は３月１８日午前１１時から会議を開きます。 

     散会 午前１１時３４分 
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右、会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。  

 

 

   議  長   西 島 寛 道 
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